
　本会議では、各会派から次の22
人の議員が質疑を行いました。(発
言順。掲載記事の順番とは関係あ
りません｡）
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主
な
内
容

1～3面

4面

本会議での質疑と答弁

議会改革協議会の中間報告　など

常任委員会の主な活動状況

予算特別委員会　市長質疑での質疑と答弁

　
本
会
議
で
の
質
疑
と
答
弁
は
、

要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。 

　
詳
細
を
記
し
た
会
議
録
は
、6

月
上
旬
以
降
、市
立
文
書
館
、中
央

図
書
館
、門
司
・
若
松
・
八
幡
・
八
幡

西
・
戸
畑
図
書
館
お
よ
び
市
議
会

事
務
局
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
ま
た
、市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で
も
6

月
下
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。 
 

本会議での質疑と答弁

　2月定例会が2月24日から3月26日までの31日間の会期で
開かれました。
　市長から84件の議案が提出され、審議の結果、すべての市長
提出議案を原案のとおり決定しました。また、議員から17件の
議案が提出され、うち5件を可決しました。

    　
　
　
　
　
予
算
案
に
込
め
た
市
長
の
思
い
 

　
　
　
　
　
と
、
そ
の
特
徴
を
尋
ね
る
。
　

　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
市
政
運
営
を
進
め
て

　
　
　
　
　
き
て
、
改
め
て
思
い
を
強
く
し
 

た
こ
と
は
、
人
や
企
業
が
集
ま
る
元
気
な
ま
 

ち
、
誰
も
が
「
住
ん
で
み
た
い
、
住
み
続
け

た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
を
実
現
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
予
算
編
成
で
は
、

こ
う
し
た
考
え
を
反
映
さ
せ
重
点
的
な
項
目

を
「
4
つ
の
柱
」
と
し
て
ま
と
め
た
。
 

　
1
つ
目
の
柱
の
「
地
域
経
済
対
策
の
推
進
」

は
、
新
成
長
戦
略
を
踏
ま
え
て
各
種
事
業
を

着
実
に
推
進
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど

を
図
る
も
の
で
あ
る
。
国
の
補
正
予
算
も
活

用
し
、
切
れ
目
の
な
い
経
済
対
策
を
行
い
、

地
域
経
済
の
浮
揚
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
 

　
2
つ
目
の
「
安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
は
、
空
き
家
対
策
な

ど
、
安
全
・
安
心
に
配
慮
し
た
環
境
整
備
に

取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
条
例
を
制

定
し
、
市
民
の
防
犯
意
識
の
向
上
を
図
り
、

安
全
・
安
心
の
機
運
を
高
め
て
い
く
。
 

　
3
つ
目
の
「
高
齢
者
施
策
等
の
福
祉
・
医

療
、
子
育
て
・
教
育
の
拡
充
」
で
は
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
高
い
高
齢
者
施
策
の
充
実
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
学

力
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
 

　
4
つ
目
の
「
観
光
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」
で
は
、
世

界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
 

　
今
後
と
も
、
各
種
の
政
策
を
積
極
的
に
推

進
し
、
「
元
気
発
進
！
北
九
州
」
プ
ラ
ン
の

着
実
な
実
行
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
本
市
は
、
廃
棄
物
処
理
や
水
ビ
 

　
　
　
　
　
ジ
ネ
ス
な
ど
都
市
環
境
イ
ン
フ

ラ
の
輸
出
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

成
功
の
か
ぎ
を
握
っ
て
い
る
の
は
都
市
間
連

携
だ
と
思
う
が
、
そ
の
役
割
と
民
間
企
業
に

も
た
ら
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
本
市
は
、
国
が
推
進
す
る
都
市
 

　
　
　
　
　
環
境
イ
ン
フ
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
に
取

り
組
み
、
現
在
ア
ジ
ア
37
都
市
で
約
60
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の

原
動
力
は
、
30
年
来
の
ア
ジ
ア
諸
都
市
と
の

信
頼
関
係
で
あ
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
ス
ラ
バ
ヤ
市
で
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普

及
協
力
で
得
ら
れ
た
成
果
が
本
市
と
の
連
携

の
有
用
性
を
証
明
し
、
そ
の
後
の
廃
棄
物
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展

開
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
 

　
都
市
環
境
イ
ン
フ
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
に
行
政
が

関
与
す
る
こ
と
で
、
開
発
主
体
と
な
る
自
治

体
か
ら
早
期
に
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
民
間
企
業
に
は
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な

る
規
制
や
社
会
的
仕
組
み
も
自
治
体
同
士
で

解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
本
市
の

強
み
を
生
か
し
て
、
都
市
環
境
イ
ン
フ
ラ
の

輸
出
促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。
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空
き
家
対
策
は
、
市
民
生
活
の
 

　
　
　
　
　
安
全
・
安
心
に
か
か
わ
る
課
題

で
、
市
民
の
関
心
が
極
め
て
高
い
。
新
年
度

予
算
で
は
、
さ
ら
に
空
き
家
対
策
を
強
化
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。
 

　
　
　
　
　
本
市
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
 

　
　
　
　
　
は
、
空
き
家
対
策
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
全
庁
的
な
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　
こ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年
度

を
「
空
き
家
対
策
元
年
」
と
し
、
平
成
25
年

度
の
1
・
5
倍
の
予
算
を
確
保
し
て
、
空
き

家
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。
 

　
具
体
的
な
対
策
と
し
て
、
区
役
所
に
空
き

家
問
題
に
関
す
る
相
談
等
を
受
け
付
け
る
窓

口
を
設
け
る
こ
と
、
地
域
と
協
働
で
実
態
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
、
除
却
費
に
対
す
る
補

助
制
度
の
要
件
を
見
直
し
、
補
助
対
象
を
拡

充
す
る
こ
と
、
ま
た
、
空
き
家
の
流
通
を
促

進
し
て
有
効
活
用
を
図
る
空
き
家
バ
ン
ク
を

創
設
す
る
こ
と
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
 

　
対
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
区
役
所
や

関
係
局
間
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
団
体
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
平
成
26
年
度
の
早
期

か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
た
い
。
 

   　
　
　
　
　
平
成
26
年
度
に
全
市
で
実
施
す

　
　
　
　
　
る
予
定
の
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
（
地
震
防
災
訓
練
）
に
つ
い
て
、
そ
の
内

容
や
実
施
方
法
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
平
成
25
年
度
に
各
区
で
防
災
に

　
　
　
　
　
関
す
る
車
座
集
会
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
「
本
市
で
は
大
き
な
災
害
が
起
き

な
い
」
と
い
う
安
全
神
話
が
市
民
の
間
に
定

着
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
 

　
こ
の
訓
練
は
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
市
民

の
携
帯
電
話
に
一
斉
送
信
し
、
受
信
者
自
身

に
安
全
確
保
行
動
を
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

自
助
意
識
の
譲
成
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
 

　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
使
用
は
、
社
会
的
な

影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
政
だ
よ
り
、
報
道
機
関

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
広
報
手
段
を
活
用
し
、
事

前
の
周
知
徹
底
を
図
り
た
い
。
 

　
こ
の
訓
練
が
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な
る

よ
う
、
地
域
や
学
校
、
企
業
な
ど
に
避
難
訓

練
や
防
災
訓
練
な
ど
の
実
施
を
働
き
か
け
、

市
民
の
更
な
る
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
。
 

    
 
 
 
 
都
市
イ
ン
フ
ラ
と
商
業
の
結
び
 

 
 
 
 
 
つ
き
を
強
め
、
商
業
の
振
興
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
を
図
る
「
小
倉
家

守
構
想
」
に
つ
い
て
、
今
後
の
展
開
を
伺
う
。
 

 
 
 
 
 
小
倉
家
守
構
想
は
、
小
倉
中
心
 

　
　
　
　
　
市
街
地
の
遊
休
不
動
産
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
改
修
・
再
生
）
す
る
こ
と
で
、

雇
用
の
創
出
と
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を

目
指
す
構
想
と
し
て
、
平
成
23
年
2
月
に
民

間
を
中
心
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
本
市
は
、

こ
の
構
想
を
支
援
す
る
た
め
平
成
23
年
度
か

ら
年
2
回
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
て
い
る
。
 

　
こ
の
ス
ク
ー
ル
は
、
実
在
す
る
遊
休
不
動

産
を
題
材
と
し
て
事
業
計
画
を
策
定
し
、
そ

の
オ
ー
ナ
ー
に
提
案
す
る
実
践
的
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
特
徴
で
、
そ
の
提
案
を
受
け
、
こ

れ
ま
で
に
7
ヵ
所
の
遊
休
不
動
産
が
再
生
し

た
。
ま
た
、
同
ス
ク
ー
ル
の
開
催
を
契
機
と

し
て
、
平
成
24
年
4
月
に
小
倉
家
守
構
想
の

実
現
母
体
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
設
立

さ
れ
、
民
間
主
導
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
推

進
さ
れ
て
い
る
。
 

 
市
と
し
て
は
、
構
想
の
さ
ら
な
る
展
開
を

支
援
し
、
小
倉
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
や
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
青
少
年
支
援
拠
点
「
ド
ロ
ッ
プ

　
　
　
　
　
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
 

開
設
か
ら
現
在
ま
で
、
お
よ
び
平
成
26
年
度

の
取
り
組
み
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
深
夜
は
い
回
を
繰
り
返
す
青
少

　
　
　
　
　
年
の
立
ち
直
り
を
早
期
に
支
援

す
る
た
め
、
青
少
年
支
援
拠
点
「
ド
ロ
ッ
プ

イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
」
を
平
成
25
年
7
月
に
開

設
し
た
。
 

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
繁
華
街
な

ど
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
帰
宅
を

促
し
た
り
、
セ
ン
タ
ー
に
誘
導
す
る
な
ど
、

開
設
時
か
ら
、
本
年
１
月
ま
で
に
、
１

2
0
0
人
を
超
え
る
青
少
年
に
声
掛
け
を
行

っ
て
き
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
や
相
談
を
受
け
、
青
少
年
と
の
絆
を
深
め

な
が
ら
、
立
ち
直
り
の
糸
口
を
見
つ
け
た
り
、

立
ち
直
り
支
援
機
関
に
つ
な
ぐ
な
ど
し
て
お

り
、
相
談
機
関
な
ど
に
引
き
継
い
だ
事
案
は

42
件
で
あ
る
。
 

　
平
成
26
年
度
も
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し

な
が
ら
、
非
行
防
止
や
立
ち
直
り
支
援
、
犯

罪
の
未
然
防
止
な
ど
に
取
り
組
み
、
就
労
支

援
に
も
つ
な
い
で
い
く
な
ど
、
青
少
年
の
健

全
育
成
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
、

よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
若
松
響
灘
地
区
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
 

　
　
　
　
　
ー
拠
点
化
の
促
進
と
北
九
州
市

全
体
の
発
展
の
た
め
、
ま
た
、
若
松
区
の
振

興
策
と
し
て
、
若
戸
大
橋
と
若
戸
ト
ン
ネ
ル

の
無
料
化
を
早
期
に
実
現
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
尋
ね
る
。
 

　
　
　
　
　
若
戸
大
橋
の
無
料
化
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
は
、
市
長
就
任
前
か
ら
、
多
く

の
市
民
の
熱
い
要
望
を
聞
い
て
き
た
。
 

　
し
か
し
、
平
成
25
年
度
末
で
約
78
億
円
の

未
償
還
額
が
残
る
こ
と
、
維
持
管
理
に
年
間

約
5
億
円
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市

財
政
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
 

　
一
方
、
若
松
響
灘
地
区
は
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
な
ど
本
市
が
優
位
性
を
有
す
る
地
域

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
く
地
域
で
も
あ
る
。
 

無
料
化
が
実
現
す
れ
ば
、
人
と
物
の
流
れ
が

円
滑
に
な
り
、
本
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

ま
た
、
若
松
地
域
の
振
興
や
市
民
全
体
の
生

活
利
便
性
が
向
上
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
借
入
金
の
償
還
や
維
持
管
理
費

な
ど
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
無

料
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
 

   　
　
　
　
　
子
育
て
日
本
一
を
実
感
で
き
る
 

　
　
　
　
　
ま
ち
を
目
指
す
本
市
と
し
て
、

電
子
版
母
子
健
康
手
帳
の
実
証
実
験
に
参
加

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
尋
ね
る
。
 

　
　
　
　
　
母
子
健
康
手
帳
は
、
母
子
の
健
 

　
　
　
　
　
康
保
持
・
増
進
の
た
め
、
妊
婦

健
康
診
査
や
出
産
時
の
情
報
等
を
記
録
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
を
目
的
に
交
付
し
て
い
る
。
こ
の
母

子
健
康
手
帳
の
内
容
を
電
子
化
す
る
こ
と
で
、

家
族
内
で
情
報
を
共
有
し
、
父
親
の
育
児
参

加
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
災
害
な
ど
で
手
帳
を
紛
失
し
た
場
合

で
も
、
情
報
を
管
理
で
き
る
利
点
も
あ
る
。
 

　
現
在
、
公
益
社
団
法
人
日
本
産
婦
人
科
医

会
な
ど
が
設
立
し
た
電
子
母
子
健
康
手
帳
標

準
化
委
員
会
が
、
医
療
機
関
や
地
域
が
変
わ

っ
て
も
デ
ー
タ
を
継
続
利
用
で
き
る
よ
う
、

電
子
化
の
標
準
化
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
 

　
母
子
健
康
手
帳
の
電
子
化
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
支
援
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
研
究
す

る
と
と
も
に
、
標
準
化
委
員
会
の
実
証
実
験

の
状
況
等
の
情
報
収
集
に
努
め
、
ど
の
よ
う

な
連
携
が
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。
 

   　
　
　
　
　
新
ス
タ
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
、
建
 

　
　
　
　
　
設
後
の
単
年
度
収
支
を
考
え
る

と
、
芝
生
養
生
期
間
中
の
活
用
方
法
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
活
用
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

　
　
　
　
　
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
施
設
の
使
用
 

　
　
　
　
　
料
収
入
で
年
間
の
管
理
運
営
費

を
ま
か
な
う
も
の
で
は
な
く
、
市
民
球
場
や

総
合
体
育
館
の
よ
う
に
、
行
政
が
一
定
の
負

担
を
し
て
市
民
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
。
施
設
を
で
き
る
だ
け
有
効

活
用
す
る
こ
と
で
、
収
入
増
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。
 

　
芝
生
養
生
期
間
中
の
活
用
策
と
し
て
、
全

国
で
は
、
大
型
映
像
装
置
を
活
用
し
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
ほ

か
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
会
議
室
の
貸
出
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
。
本
市
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
現
在
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
者
の
公
募
の
な
か
で
提
案
を
求
め
て

お
り
、
今
後
は
、
イ
ベ
ン
ト
関
係
者
や
地
域

の
方
々
を
交
え
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

　
ス
タ
ジ
ア
ム
が
年
間
を
通
じ
て
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
に
貢
献
す
る
施
設
と
な
る
よ

う
、
利
用
率
の
向
上
に
取
り
組
み
た
い
。
 

   　
　
　
　
　
本
市
の
少
年
非
行
率
は
全
国
平
 

　
　
　
　
　
均
の
約
2
倍
で
あ
り
、
中
高
生

の
放
課
後
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
。
昨

年
4
月
に
開
設
し
た
市
立
ユ
ー
ス
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
さ
ら
に
中

高
生
の
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
ユ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
次
 

　
　
　
　
　
世
代
を
担
う
若
者
が
、
仲
間
と

の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
自
己
を
発
見
し
、

社
会
性
や
自
立
性
を
身
に
付
け
る
場
と
し
て

開
設
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
講
座
や

自
主
企
画
を
通
し
て
、
若
者
の
社
会
性
や
自

主
性
を
は
ぐ
く
み
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
 

　
た
だ
、
利
用
者
数
は
多
い
も
の
の
主
催
事

業
へ
の
参
加
者
が
少
な
く
、
ま
た
、
課
題
を

抱
え
る
若
者
の
居
場
所
と
し
て
機
能
を
十
分

に
果
た
せ
て
い
な
い
な
ど
、
設
置
目
的
を
若

者
に
伝
え
切
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
 

　
ま
ず
は
ユ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
取
り

組
み
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
ど
の
よ
う
に
地

域
へ
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
研
究
し

て
い
き
た
い
。
 

   　
　
　
　
　
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
が
ス
 

　
　
　
　
　
ム
ー
ズ
に
巣
立
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
基
礎
学
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育
支
援
な
ど
、
子
ど

も
と
積
極
的
に
か
か
わ
る
事
業
が
必
要
で
は

な
い
か
。
 

　
　
　
　
　
児
童
養
護
施
設
で
育
っ
た
子
ど
 

　
　
　
　
　
も
は
、
施
設
を
退
所
し
自
立
す

る
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
突
き
当

た
る
こ
と
が
多
い
。
本
市
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
自
信
を
持
っ
て
社
会
へ
ス
タ
ー
ト
が
切

れ
る
よ
う
、
施
設
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
国
の
補
助
や
本
市
独
自
の
自
立
支
援

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
 

　
具
体
的
に
は
、
中
学
生
の
学
習
塾
に
か
か

る
費
用
の
助
成
や
大
学
の
入
学
助
成
な
ど
の

支
援
、
一
人
暮
ら
し
用
の
住
居
の
敷
金
の
助

成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
方

と
も
連
携
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学

習
指
導
や
、
一
日
里
親
の
家
庭
に
宿
泊
す
る

家
庭
生
活
体
験
事
業
な
ど
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

型
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。
 

　
今
後
と
も
、
児
童
養
護
施
設
や
地
域
の
関

係
者
と
連
携
を
図
り
、
積
極
的
に
支
援
し
て

い
き
た
い
。
 

   　
　
　
　
　
政
府
広
報
に
よ
れ
ば
、
65
歳
以

　
　
　
　
　
上
の
高
齢
者
の
7
人
に
１
人
が

認
知
症
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
本
市

の
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
診
断
・
相

談
事
業
を
拡
充
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

　
　
　
　
　
本
市
で
の
認
知
症
の
相
談
対
応

　
　
　
　
　
や
診
断
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
か
か
り
つ
け
医
、
も
の
わ
す
れ
外

来
で
対
応
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を

支
援
す
る
専
門
的
な
中
核
機
関
と
し
て
、
認

知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。
 

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
支
援
し
て
い
る
困
難
事
例
へ
の
同
行

訪
問
や
、
か
か
り
つ
け
医
・
も
の
わ
す
れ
外

来
の
医
師
に
対
す
る
専
門
的
ア
ド
バ
イ
ス
、

専
門
医
療
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
 

　
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
連
携
す
る
こ
と
で
日

常
的
な
認
知
症
の
支
援
・
医
療
体
制
を
整
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
は
、
認
知

症
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
を
2
カ
所
に
増

設
し
、
認
知
症
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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賃
金
が
上
が
ら
な
い
ま
ま
物
価
 

　
　
　
　
　
だ
け
が
上
昇
し
て
い
る
実
態
の

中
、
4
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
は
、
中
小
企

業
の
営
業
を
破
壊
し
、
市
民
生
活
や
地
域
経

済
な
ど
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
は

な
い
か
。
 

　
　
　
　
　
政
府
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
 

　
　
　
　
　
げ
に
当
た
り
万
全
の
体
制
で
臨

む
意
向
で
あ
る
。
国
の
平
成
25
年
度
の
補
正

予
算
に
は
、
簡
素
な
給
付
（
臨
時
福
祉
給
付

金
）
や
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
臨
時
特
例
給

付
金
措
置
な
ど
の
経
費
が
計
上
さ
れ
、
ま
た
、

平
成
26
年
度
の
税
制
改
正
で
は
、
法
人
税
減

税
や
自
動
車
取
得
税
の
引
き
下
げ
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
 

　
本
市
は
、
昨
年
１１
月
に
「
消
費
税
転
嫁
等

に
関
す
る
情
報
受
付
窓
口
」
を
設
置
し
て
い

る
ほ
か
、
国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
た
臨
時

福
祉
給
付
金
な
ど
の
経
費
や
本
市
独
自
の
対

策
で
あ
る
商
店
街
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

支
援
事
業
の
経
費
を
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。
 

　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
は
、
増
大
す
る
社

会
保
障
費
へ
の
対
応
と
財
政
健
全
化
の
た
め

に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
可
否
は
、

国
で
十
分
議
論
し
て
判
断
さ
れ
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。
 

   　
　
　
　
　
戸
畑
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
区
民
 

　
　
　
　
　
に
親
し
ま
れ
た
旧
戸
畑
区
役
所

は
、
新
図
書
館
と
し
て
再
整
備
さ
れ
た
。
市

民
の
「
憩
い
の
場
」
づ
く
り
と
い
う
観
点
か

ら
、
こ
の
新
図
書
館
で
は
ど
の
よ
う
な
運
営

や
取
り
組
み
を
行
う
の
か
。
 

　
　
　
　
　
新
戸
畑
図
書
館
は
、
現
行
の
図
 

　
　
　
　
　
書
館
を
運
営
し
て
い
る
指
定
管

理
者
が
引
き
続
き
運
営
に
あ
た
る
。
指
定
管

理
者
か
ら
は
、
平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
と

し
て
、
小
・
中
学
校
等
で
の
図
書
館
カ
ー
ド

登
録
の
出
張
受
付
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の
設
置

と
運
営
、
ス
ポ
ー
ツ
と
医
学
に
関
す
る
講
座

開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
市
民
が
参

画
で
き
る
取
り
組
み
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
新
図
書
館
の
特
色
と
し
て
、
玄
関

ロ
ビ
ー
に
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
や
休
憩
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
屋
外
に
は
芝
生
広

場
を
設
け
て
い
る
。
芝
生
広
場
に
は
、
テ
ー

ブ
ル
や
椅
子
を
設
置
し
、
く
つ
ろ
い
だ
空
間

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
 

　
今
後
も
、
市
民
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る

図
書
館
と
な
る
よ
う
、
指
定
管
理
者
と
連
携

を
密
に
し
て
運
営
を
行
い
た
い
。
 

   　
　
　
　
　
若
者
の
建
設
業
離
れ
を
防
ぐ
た
 

　
　
　
　
　
め
、
行
政
機
関
、
教
育
機
関
、

業
界
団
体
が
連
携
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
建

設
業
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
う
の
か
。
 

　
　
　
　
　
本
市
に
お
け
る
建
設
業
の
就
業
 

　
　
　
　
　
者
数
は
、
こ
の
20
年
間
で
33
％

減
少
し
、
近
年
の
建
設
需
要
の
急
増
に
よ
り

人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
や
、
災

害
時
の
地
域
の
安
全
・
安
心
対
策
な
ど
、
市

民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
。
 

　
平
成
26
年
度
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
建
設
業
の
役
割
や
、
建
設
技
術
の
魅
力

あ
る
情
報
を
発
信
す
る
事
業
を
行
い
、
将
来

に
わ
た
っ
て
公
共
事
業
を
支
え
る
建
設
業
の

人
材
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
 

　
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
工
事
現
場
見

学
会
や
さ
ま
ざ
ま
な
建
設
技
術
を
学
ぶ
体
験

講
座
な
ど
の
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。
 

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
建
設
業
団

体
や
大
学
、
高
校
な
ど
の
教
育
機
関
と
も
意

見
交
換
を
行
い
、
お
互
い
に
連
携
・
協
力
し
、

１
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
や
若
者
た
ち

が
建
設
業
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
も
は
や
 

　
　
　
　
　
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
る
が
、
一
方
で
、
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
青
少
年
の
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
防
止
に
向
け
た
本
市
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
本
市
で
も
青
少
年
の
ネ
ッ
ト
ト
 

　
　
　
　
　
ラ
ブ
ル
は
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
小
・
中
学
校

な
ど
で
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
や
メ
デ
ィ
ア
被

害
防
止
教
室
の
実
施
、
保
護
者
へ
の
携
帯
電

話
の
利
用
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
 

　
現
在
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
が
中
心
と
な
っ

て
「
ケ
ー
タ
イ
電
源
10
時
Ｏ
Ｆ
Ｆ
」
運
動
の

実
施
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
こ

の
運
動
の
展
開
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
行

い
、
各
家
庭
で
の
情
報
端
末
利
用
の
ル
ー
ル

づ
く
り
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

　
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
対
策
は
、
青
少
年

の
各
種
非
行
対
策
に
取
り
組
む
「
北
九
州
市

青
少
年
の
非
行
を
生
ま
な
い
地
域
づ
く
り
推

進
本
部
」
で
、
よ
り
効
果
的
な
取
り
組
み
を

引
き
続
き
検
討
し
、
強
化
し
て
い
き
た
い
。
 

   　
　
　
　
　
近
年
、
認
知
症
の
は
い
回
高
齢
 

　
　
　
　
　
者
の
事
故
が
相
次
い
で
お
り
、

毎
年
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。
不

測
の
事
態
に
備
え
、
は
い
回
高
齢
者
対
策
の

模
擬
訓
練
を
各
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

実
施
し
て
も
ら
え
る
よ
う
要
望
し
て
は
ど
う

か
。
 

　
　
　
　
　
校
区
が
主
体
と
な
っ
た
模
擬
訓
 

　
　
　
　
　
練
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
小
倉
南

区
の
守
恒
校
区
と
長
尾
校
区
で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
本
市
と
し
て
は
こ
の
取
り
組
み
を
ぜ

ひ
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

　
模
擬
訓
練
の
実
施
は
、
地
域
の
小
・
中
学

生
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
若
い
世
代
に
認
知

症
啓
発
が
進
み
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
が

強
ま
る
点
で
大
変
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
模
擬
訓
練
の

取
り
組
み
や
課
題
を
ま
と
め
た
事
例
集
を
作

成
し
て
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
配
布
す
る
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
模

擬
訓
練
の
開
催
を
呼
び
か
け
る
、
模
擬
訓
練

を
開
催
し
た
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
出
前
講

演
を
実
施
す
る
な
ど
、
各
校
区
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
を
は
じ
め
、
地
域
の
関
係
者
に
模

擬
訓
練
の
実
施
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
折
尾
地
区
総
合
整
備
事
業
関
連

　
　
　
　
　
予
算
と
し
て
約
50
億
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
こ
の
事
業
は
、
連
続
立
体
交
差
 

　
　
　
　
　
事
業
や
街
路
事
業
、
土
地
区
画

整
理
事
業
を
一
体
的
に
行
う
も
の
で
あ
る
。
 

　
連
続
立
体
交
差
事
業
の
う
ち
、
折
尾
駅
周

辺
の
鉄
道
高
架
化
は
、
現
在
、
基
礎
工
事
を

進
め
て
お
り
、
秋
頃
に
は
橋
脚
部
分
が
地
上

に
姿
を
あ
ら
わ
す
見
込
み
で
あ
る
。
 

　
街
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路
で
あ

る
日
吉
台
光
明
線
を
は
じ
め
、
道
路
整
備
に

必
要
な
用
地
買
収
を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、

今
後
、
可
能
な
箇
所
か
ら
拡
幅
工
事
に
着
手

す
る
。
ま
た
、
事
業
の
進
ち
ょ
く
に
支
障
と

な
っ
て
い
る
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
、
早
期

解
決
に
向
け
法
的
な
手
続
を
進
め
て
い
る
。
 

　
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年

１
月
に
筑
豊
本
線
西
側
の
堀
川
町
地
区
の
宅

地
造
成
に
着
工
し
た
。
筑
豊
本
線
東
側
の
地

区
に
つ
い
て
も
、
地
権
者
の
方
の
要
望
を
聞

き
な
が
ら
、
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
が
、
北

　
　
　
　
　
九
州
空
港
を
Ｍ
Ｒ
Ｊ
（
次
世
代

民
間
旅
客
機
）
の
飛
行
試
験
・
駐
機
の
サ
ブ

拠
点
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
発

表
し
た
が
、
今
後
の
生
産
拠
点
誘
致
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
本
市
は
、
福
岡
県
と
共
同
で
航
 

　
　
　
　
　
空
機
産
業
の
誘
致
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
と
り
わ
け
Ｍ
Ｒ
Ｊ
に
関
し
て
は
、

北
九
州
商
工
会
議
所
や
議
会
な
ど
多
く
の
関

係
者
と
一
体
と
な
っ
て
組
立
工
場
の
積
極
的

な
誘
致
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
 

　
北
九
州
空
港
は
、
海
上
輸
送
と
連
携
し
た

事
業
用
地
の
確
保
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

本
市
に
は
、
先
端
産
業
で
培
わ
れ
た
技
術
や

人
材
が
あ
り
、
航
空
機
産
業
集
積
の
た
め
の

要
件
は
備
わ
っ
て
い
る
。
 

　
飛
行
試
験
は
、
将
来
に
つ
な
が
る
第
一
歩

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の

国
内
外
か
ら
の
さ
ら
な
る
受
注
増
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
将
来
新
た
な
生
産
ラ
イ
ン
の
整

備
が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
北
九
州
空
港
を

活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
積
極
的

な
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 

     
　
　
　
　
国
が
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
追
加
処

　
　
　
　
　
理
を
本
気
で
進
め
る
に
は
、
組

織
的
か
つ
人
的
な
仕
組
み
を
政
府
及
び
都
道

府
県
に
組
織
す
る
こ
と
、
ま
た
、
環
境
省
の

委
員
会
等
に
本
市
が
参
画
す
る
こ
と
も
必
要

と
考
え
る
が
、
環
境
省
は
ど
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
の
か
。
 

　
　
　
　
　
本
市
は
、
国
と
の
協
議
や
全
国
 

　
　
　
　
　
5
事
業
所
と
関
係
自
治
体
へ
の

訪
問
等
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
処
理

が
進
ま
な
か
っ
た
理
由
な
ど
に
つ
い
て
確
認

作
業
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
保
管
事

業
所
の
出
し
渋
り
対
策
な
ど
の
点
に
つ
い
て

努
力
す
べ
き
部
分
も
あ
っ
た
こ
と
を
国
に
強

く
指
摘
し
た
。
 

　
国
の
新
た
な
対
策
と
し
て
は
、
国
、
自
治

体
、
電
気
保
安
関
係
団
体
が
一
体
と
な
り
、

使
用
中
も
含
め
た
未
処
理
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を

事
業
所
単
位
で
管
理
・
指
導
す
る
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
国
は
、
組
織
的
、

人
的
な
仕
組
み
も
、
そ
の
枠
組
み
に
合
わ
せ

整
備
す
る
意
向
で
あ
る
。
 

　
国
が
示
し
た
新
た
な
対
策
の
確
実
な
運
用

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
今
後
も
本
市
が
関

与
す
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
て
お
り
、
国
も

前
向
き
に
受
け
と
め
て
い
る
。
 
 

    　
　
　
　
　
虚
弱
高
齢
者
の
社
会
参
加
活
動
 

　
　
　
　
　
を
支
援
す
る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
制

度
の
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
が
、
送
迎
に

従
事
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
が
少
な
い

た
め
、
そ
の
需
要
に
こ
た
え
き
れ
て
い
な
い
。

市
民
に
福
祉
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
参
加
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
て
は
ど
う
か
。
 

　
　
　
　
　
高
齢
者
の
見
守
り
・
支
援
や
地
 

　
　
　
　
　
域
交
流
活
動
な
ど
、
福
祉
分
野

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
は
増
大
し
て
い

る
。
本
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
企
業
や
市
民
に
紹
介
し
、

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
ほ
か
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
提
供
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
学
校
で
の
企
業
向
け
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
 

　
市
職
員
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
平
成
26
年
1
月
現

在
、
1
5
6
0
人
の
職
員
が
地
域
な
ど
で
の

活
動
に
参
加
し
て
い
る
。
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
活
動
者
の
自
主

性
を
尊
重
し
つ
つ
支
援
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の

方
が
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
本
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
 

　
　
　
　
　
ー
に
お
け
る
過
去
5
年
間
の
会

員
数
や
就
業
実
人
数
、
契
約
金
額
が
減
少
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
本
市
の
見
解

を
伺
う
。
 

　
　
　
　
　
会
員
数
は
、
平
成
24
年
度
末
で

　
　
　
　
　
2
6
0
5
人
で
あ
り
、
設
立
当

初
か
ら
3
倍
近
く
に
増
加
し
た
が
、
平
成
20

年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
こ

れ
は
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
普
及
に
よ

り
正
規
就
労
へ
の
シ
フ
ト
が
進
ん
だ
結
果
、

会
員
数
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
契
約
金
額
に
つ
い
て
も
、
経
済
情
勢
の

厳
し
さ
を
背
景
に
全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ

り
、
本
市
で
も
平
成
19
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減

少
に
転
じ
、
会
員
の
就
業
実
人
数
も
4
・
1

％
減
少
し
て
い
る
。
一
方
で
、
会
員
数
や
契

約
金
額
が
増
加
し
て
い
る
他
都
市
で
の
例
も

あ
り
、
増
加
要
因
に
つ
い
て
今
後
研
究
し
て

み
た
い
。
 

　
平
成
26
年
度
は
セ
ン
タ
ー
の
発
足
か
ら
25

周
年
を
迎
え
、
団
塊
世
代
が
全
て
65
歳
に
達

す
る
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
会
員
数
増
加

や
受
注
拡
大
に
取
り
組
む
と
聞
い
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
、
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を

引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
た
い
。
 

議
　
員

産
業
経

済
局
長

消
費
税
増
税
に
よ
る
市
民
生
活

と
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
？

議
　
員

技
術
監

理
室
長

市
　
長

航
空
機
生
産
拠
点
の
誘
致

に
つ
い
て

折
尾
地
区
総
合
整
備
事
業

に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推
進
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
現
状
に
つ
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
追
加
処
理

に
つ
い
て

議
　
員

市
　
長

議
　
員

市
　
長

議
　
員

市
　
長

議
　
員

議
　
員

議
　
員

環
　
境

局
　
長

保
健
福

祉
局
長

産
業
経

済
局
長

議
　
員

教
育
長

議
　
員

青
少
年
の
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
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新
戸
畑
図
書
館
に
つ
い
て

建
設
業
界
の
育
成
・
支
援

に
つ
い
て

は
い
回
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
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第 1 分 科 会

社会保障・税番号制度について

Q1
　社会保障・税番号制度は、個人のプライバシーの
侵害やなりすましなどの犯罪を常態化させるおそ
れがある。また、システム構築のための初期投資も
巨額であるが、国はどのように対応しようとしてい
るのか。

A1
　社会保障・税番号制度は、複数の行政機関が個人
情報を連携し、社会保障や税制面での公平・公正な
給付・負担の確保、国民の利便性の向上や行政の効
率化などを行おうとするものである。
　導入に当たり国は、社会保障・税・災害の3分野以
外での個人番号の利用の禁止、罰則の強化などの
対策を講じることとしており、本市でも、窓口での本
人確認を厳格化するなど、なりすましによる個人番
号カードの不正取得の防止に努める考えである。各
種情報システムの改修費用について財政措置が不
十分な面もあり、引き続き国に対し、必要な経費の
負担を要請していきたい。

　八幡西区役所がコムシティに移転し、10カ月余り
が経過した。黒崎地区の中心市街地活性化基本計
画のエリア内にある区役所跡地の活用について、見
解を伺う。　　
　八幡西区役所跡地の活用は、にぎわいづくりや「街
なか」居住の観点から、黒崎地区のまちづくりにと
って重要である。
　区役所の移転後は、用地の測量や土地の鑑定評
価などの事務処理を進めてきた。跡地活用の検討
にあたっては、旧庁舎の解体・撤去に多額の費用を
要することや敷地の高低差が約3メートルあること
への留意、住宅に隣接していることへの配慮が必要
と考えている。
　本市の副都心である黒崎地区の活性化に向けて、
市民や議会の意見を聞きながら、早期に有効利用
できるよう検討していきたい。 

八幡西区役所跡地の活用について

Q2

A2

第 3 分 科 会第 2 分 科 会

市 長 質 疑 で の 質 疑 と 答 弁市 長 質 疑 で の 質 疑 と 答 弁市 長 質 疑 で の 質 疑 と 答 弁市 長 質 疑 で の 質 疑 と 答 弁市 長 質 疑 で の 質 疑 と 答 弁

平成26年度予算特別委員会は、3つの分科会に分かれて審査を行いました。
3月20日に行われた市長への質疑の中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。

予算特別委員会予算特別委員会予算特別委員会

ごみ出しマナーの現状について

Q1
　市民に最も身近なごみ出しのマナーが守られな
ければ、真の環境首都とは言えないのではないか。
今後どのようにして、ごみ出しマナーを徹底し、違
反する者をなくしていくのか。

A1
　本市の約3万3,000カ所のごみステーションにつ
いては、北九州市衛生総連合会をはじめ、地域の方々
が熱心にステーション管理に取り組んでいただいて
おり、美観はかなり改善した。
　一方、昨年8月からすべてのステーションの調査
を行った結果、防鳥ネットなどの対策がなされてい
ないなどの理由から、ごみが散乱するステーション
が全体の2％にあたる810カ所あった。
　散乱の原因としては、収集日や時間を守っていな
いことや、ネットでごみ袋をしっかり覆っていないこ
となどであった。
　こうした結果を踏まえ、平成26年度から各環境セ
ンターにステーションの指導担当係長を配置するな
ど、散乱の原因に応じた対策を強化し、地域と協働
で改善に取り組んでいく。

　将来的に福祉ビジネスを、海外水ビジネスや環境
ビジネスに次ぐ、第３の海外ビジネスとして展開す
る考えはないか。

福祉ビジネスの海外展開について

Q2

キャリア教育について

Q1
　本市では、小学校からキャリア教育が行われてい
るが、十分な時間が確保できていない。若いうちに
幅広く仕事の内容や職種について学び、職業の選
択に生かすべきと考える。平成26年度に若者ワー
クプラザで取り組む「地元企業おしごと100選」の
内容はどのようなものか。

A1
　「地元企業おしごと100選」は、若年求職者を地
元企業への就職につなげることを目的に開催する
セミナーで、地元企業の人事担当者などを招き、仕
事のやりがいなどの魅力を中心に語っていただく
ものである。対象者は、就職活動中の若者や高校生
のほか、どのような仕事があるのかを学びたい高校
生も参加できる内容である。
　若者ワークプラザ北九州では、若手先輩社員の
話を伺う講座や、職種について学ぶ講座なども検討
しており、多くの若者に、将来の社会的・職業的自立
のための参考に利用してほしい。

 南海トラフ大地震における本市の被害想定は、太
平洋沿岸地域と比べ少ないと見込まれている。こう
した強みを生かし、企業誘致に臨むべきと考えるが、
見解を伺う。
 本市は、充実した産業インフラや人材の供給力の
ほか、「地震などの自然災害が少なく、事業継続に
最適な都市」をセールスポイントに誘致活動を行っ
ている。
　首都直下型地震や南海トラフ大地震の被害想定
が公表されたことを受け、国内企業では、大規模災
害に対してリスク分散を図るBCP（事業継続計画）
の策定が進んでいる。
　本市では、来年度もBCPに関連したセミナーを
首都圏等で継続開催するなど、首都圏や関西・中京
地区に機能や拠点が一極集中している企業に対し、
災害に強く事業継続に最適な都市であることを積
極的にアピールし、企業誘致に努めたい。

災害に対する強みを生かした企業誘致について

Q2

A2
A2

　現在、アジア諸国においても人口の高齢化が進
んでおり、中長期的には、本市と同様に福祉ビジネ
スに対するニーズが高まるものと思われる。
　その一方で、福祉ビジネスの海外展開にあたって
は、社会保障の仕組みや生活習慣の違いなど、各国
の福祉の状況について、まずは人的交流などを通し
て相互理解を図る必要があると考える。
　現在、保健福祉分野での国際交流は、社会福祉法
人等が主体となり、さまざまな取り組みが進められ
ている。こうした民間事業者の意欲や意向がかぎを
握ると考えており、その動向を見極めながら新たな
ビジネス展開の可能性を探りたい。

※案件は、主なものだけ掲載しています。 

常任委員会の主な活動状況
委員会名 

（開催回数） 案　　　件 

総務財政委員会 
（6回） 
 

● 北九州市地域の元気臨時交付金基金条例について　ほか6件 
【議案の審査】 

● 八幡市民会館の存続について　ほか1件 
【請願・陳情の審査】 

● 自治会活性化について　ほか1件 
【所管事務調査】 

● 北九州市安全・安心条例検討委員会の答申について　ほか8件 
【報　告】 

● 消費税率の引き上げ対応について　ほか2件 
【報　告】 

● 「北九州市行財政改革大綱案」に対する市民意見等の内容について　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか4件 

【報　告】 

● 北九州市自動車事業使用料及び手数料条例の一部改正について　ほか3件 
【議案の審査】 

● ＪＲ北海道を国が支援することを求める意見書の提出について 
【請願・陳情の審査】 

● 空き家等の適正管理について 
【所管事務調査】 

● 北九州市廃棄物発電特別会計補正予算について　ほか１件 
【議案の審査】 

● 公園事業について 
【所管事務調査】 

● 北九州市地域エネルギー拠点化推進事業について　ほか7件 
【報　告】 

● 北九州市国民健康保険高額療養資金貸付基金条例の一部改正について 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか2件 

【議案の審査】 

● 精神障害者と家族への支援の拡充について　ほか1件 
【請願・陳情の審査】 

● 北九州市立八幡病院について　ほか1件 
【所管事務調査】 

● 北九州市上水道事業会計補正予算について　ほか2件 
【議案の審査】 

● 市の独自措置を拡大するとともに、小・中学校の全学年で少人数学級を実 
現し、子供たちに行き届いた教育を行うことについて　ほか3件  

【請願・陳情の審査】 

● 北九州市子どもの未来をひらく教育プラン（改訂素案）に対する市民意見の 
結果及び最終案について　ほか4件 

【報　告】 

● 市有地の処分について　ほか8件 
【議案の審査】 

● 北九州空港の利活用と産業、観光の振興について 
【所管事務調査】 

● 港湾整備特別会計（埋立事業）の抜本的改革について　ほか3件 
【報　告】 

建築消防委員会 
（5回） 
 

環境建設委員会
（5回） 
 

保健病院委員会 
（7回） 
 

教育水道委員会 
（5回） 
 

経済港湾委員会
（5回） 
 

お　知　ら　せ

請願・陳情の審議結果
「子供たちに温かい学校給食を届けることについてのうち第1項」　〈採　択〉 
「子供たちに温かい学校給食を届けることについてのうち第2項及び第3項」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈不採択〉 

このほか、請願8件、陳情36件が継続審査になりました。 
 

可決した議員提出議案

　市議会では、議員提出議案として、市政や市民の皆さんの生活に関わりの深い事柄
について改善を求める等のため、国や関係機関への意見書の提出や決議を行ってい
ます。 
　今定例会では、17件の意見書・決議が提出され、意見書5件を可決しました。 
　その件名をご紹介します。 

　昨年3月に設置した議会改革協議会は、議会が自らの機能を十分に発揮し、市民の皆様の
ご期待に応えるためには、常任委員会活動の充実が不可欠であるとし、以下のとおり協議結
果をまとめ、中間報告を行いました。なお、１常任委員会の委員数については、自由民主党、
ハートフル北九州、公明党の3会派と日本共産党の意見が異なり、両論併記となりました。 

災害時多目的船の導入を求める意見書 
2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた環境整備及び地域に
おける取組への支援を求める意見書 
食の安全・安心の確立を求める意見書 
微小粒子状物質（ＰＭ2.5）に係る総合的な対策の推進を求める意見書 
消費税の軽減税率の制度設計と導入時期の明確化を求める意見書 

○ 
○ 
 
○ 
○ 
○ 

 

○請願 

「太平洋戦争当時の大本営の戦略、戦術の結果を再検証する委員会の設置を
求める意見書について」ほか1件　　　　　　　　　　　　　　 〈不採択〉 

○陳情 

議会改革協議会委員
《自 由 民 主 党》 戸町武弘（座長）、村上幸一　 
《ハートフル北九州》 三宅まゆみ、白石一裕 

《公 　 明 　 党》 木下幸子、岡本義之 
《日 本 共 産 党》 荒川徹、大石正信 

議会改革協議会が「常任委員会のあり方」について報告！（平成25年12月10日～平成26年3月26日）

視覚障害（1級か2級）のある方に、市議会だよりの点字版、テキスト版※(CD)、音声
版（デジタル録音図書ＣＤ、カセットテープ）を無料でお届けしています。 
※テキスト版は視覚障害者用読み上げソフトウェアが必要です。 
聴覚に障害のある方が、本会議の傍聴を希望される場合は、要約筆記者及び手話通
訳者の派遣先を紹介しています。ご希望の方は、お早めにご連絡ください。 
次の定例会は、6月開催の予定です。 
【問い合わせ先】　市議会事務局総務課　電話 582-2621

　今後は、この協議結果を踏まえて議員定数の議論を行う予定です。協議結果の詳細につ
いては、市議会ホームページ（http://www.city.kitakyushu.lg.jp/sigikai/g0401011.html）
に掲載しておりますので、ぜひご覧ください。 

●閉会中の常任委員会は、月に2回以上をめどに開催する。
●所管事務調査は、明確な課題を設定し、計画的に実施する。
●市民との意見交換会を積極的に行う。
●常任委員会の正副委員長会議を適宜開催する。
●ＰＤＣＡサイクルを踏まえた監視、政策立案及び政策提言のあり方について検討を深める。
●常任委員会の所管は、監視・政策立案機能を発揮しやすい組み合わせとする。
●常任委員会の数は6つが適当である。
●１常任委員会の委員数は9人以上とする。（自由民主党・ハートフル北九州・公明党）
●１常任委員会の委員数は現状維持とする。（日本共産党）　


